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　早朝５時、一睡もできぬままバンコクの新北バスターミナルに到着。１０時間弱の長旅に心身

ともに心底疲れ果てる。

　だからね、メータータクシーで（５９Ｂ）、予約してあった『Ｂａｎｇｋｏｋ　Ｃｅｎｔｒｅ

　Ｈｏｔｅｌ』（５００Ｂ）へチェックイン。

　ええ、ホテルも当然、チェンマイ出発前に一緒に予約済み。仕事のできる男は一味違う。う

んにゃ、二味も三味も違うところを今からお見せしよう。

　まんず、昨晩、２６日はバス泊したわけだが、２７日の朝にはバンコク着なのに、あらかじめ

２７日のホテルも予約しておいたのはなぜでしょうか。

　ハイ！　なぜならば、チェンマイからバンコクへ早朝に戻ったその足で、この前行けなかった

水上マーケットツアーの変わりにチェンマイだけでは物足りず、カンチャナブリツアー（１００

０Ｂで、バンコクから車で約３時間の小旅行。戦場に架ける橋を見に行くだ。電車にも乗れるん

だぞ）に行くからだ！

　水上マーケットの敵をチェンマイとカンチャナブリで討つ。

　つまり、チェンマイから夜行バスで帰ってきたその足で、早朝からカンチャナブリツアーに行

っちゃう。やっぱこれくらいの気概くらいは持ってないと、自称プロ戦場特派員ならば。

　そういう思いや、きっと元気一杯になってバンコクに戻ってくるって言う期待や覚悟をチェン

マイに行く前に秘めていたのだ。

　朝７時には水上マーケットツアー同様、ホテルの玄関に迎えが来る手筈。時間通りに待ってな

いとまた置いていかれちゃうので、風呂に入って、長旅の埃を落とす。

　風呂から上がってもまだ６時半過ぎ。ちょっと時間があったので、全裸のままベットに寝転が

って、目をつぶって寝たフリゴッコをしてみたところ、目が覚めたら１６時過ぎ。

　ちょっと待ってね、計算するから。ちゅうちゅうたこかいな、１０時間近く爆睡しちった。

　寝起きにひとり大反省会。俺は一切全然悪くない、夜行バスで寝れなかったから仕方ないじ

ゃん、以上。

　そんなことより、クソ〜、またやらずボッタクリだ、１０００Ｂ返せ！　どうせ最初から騙す

気だったんだろ、お前らのお得意の手口ってやつだろ。ちゃんと起せよ、フロントで俺の部屋番

号聞いて、扉をドンドン叩いて、もう俺が起きてくるまで、しつこく気が狂ったように何度も何

度も叩いて叩いて叩きまくれよ！　

　はぁ〜、水上マーケットツアーに続き、まさかカンチャナブリツアーまでとはさすがに…ホン
ト惜しい人を亡くし気分だぜ。

　確かにね、水上マーケットツアーの仇討ちはチェンマイだけにしとけばよかったとは思いま

すよ。でもね、チェンマイだけじゃ、１勝１敗の引き分け。

　自称プロ戦場特派員が１勝１敗で喜べるか。常にスキさえあれば勝ちに行かないといけない、



攻めの一手押しの一手だよ。だからチェンマイのついでに、カンチャナブリツアーも申し込んだ

次第。

　男なら最初から負けることなど考えない、当然２勝１敗狙いで勝ち越し。もし万が一、１勝２

敗で負け越したって悔いはなし、全敗じゃないからいいもん、てなもんよ。

　でまあ、３ツアーの内、成功したのは、チェンマイのサファリツアーのみ。まあ、その代わり

ウンコ漏らしたわけで（漏らしてない！　２０１１年の俺からの一言でした）。もう素直じゃな

いんだから。（え？　だからダメだって、設定があるでしょ、一応設定ちゅうもんが。１９９９

年の俺が、２０１１年の俺に１２年のときをヒョイと軽く越えて話し掛けてきちゃ絶対ダメだよ

、曲がりなりにもうちはノンフィクション謳っているんだから）。オンチ！（いやいや、２０１

１年には流行ってるの、こういうベタな謳い方が）。

　ふ〜ん。さて、逆に言えば、水上マーケットツアーとカンチャナブリツアーではうんこを漏ら

さずに済んだとも言えなくもない。

　そういう意味、ザ・ウンコな意味では２勝１敗で勝ち越しているわけだから、差し引きゼロで

引き分けってことで。さあ、もっと前向いて生きていこうぜ。

　そんなことよりも、チェンマイで四泊五日の静養をして何とか元気になったが、四泊五日のチ

ェンマイ強行軍の静養疲れがよほど溜まっていて、思わず爆睡しちゃったんだから、コッチも逆

によかったよ、チェンマイ疲れを押して、無理矢理カンチャナブリツアーなんかに行かなくて。

　バンコクでチェンマイ疲れを取る、バンコク静養が今、トレンディードラマ。１０００Ｂの贅

を尽くした惰眠を貪れて、十分元は取った取った取った…。
　１７時。無駄使いのダメ押しをすべく、そして更に精をつけるために奮発し、メータータクシ

ー（６５Ｂ）で有名店のシーフードを食べに行く（３３５Ｂ）。

　１９時、帰りもメータータクシー（６８Ｂ）でご帰還。うまいものをたらふく食べて、すべて

を許す気になる。明日から休みなしに仕事をバリバリこなす覚悟もできた。やったるでぇ〜。

　今宵ヤルことは特にないので、１時にとっとと就寝。

 
○本日の出費、「計算するのが面倒臭いから、各々で適当にしといてよ」Ｂ。ついでに一日の流

れも「いちいちうっとうしいから誰か簡単にまとめといて」ジャ〜。
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